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≪幹事会のうごき≫  平成 26年 4月 11 日（金）15：00～17：00、一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 26 年度第 1回幹事会が開催された。 

・DHA、EPAの普及活動に関し、第1回ニュースレターが3月19日に配信され、その結果について報告があった。 

4月11日現在、産経新聞、サンケイスポーツ新聞に取り上げられる予定で、その他ウェブサイトでも取り上げら

れた旨の報告があった。 

・公開講演会の講師として、2名の先生にご講演をお願いした旨の報告が事務局よりあった。もう一人の講師につ

いては、改めて検討することにした。 

サントリーウエルネス株式会社  赤池 知生 

  東京では春の陽気を通り越し、早くも初夏を思わせる陽気となってまいりましたが、皆様如何お過ごしでしょう

か。 

  さて私事で恐縮ですが、この1年ほど海外出張に何度か行く機会があり、出張先でドラッグストアなどを覗いて、

どのようなサプリメントが販売されているのか見る機会がありました。店頭に並んでいるのは、ビタミン、ミネラルと

いった定番素材が目立ちましたが、それに次いで店頭で目立っていたのがフィッシュオイル、つまり魚油でした。ま

たスーパーマーケットで infant formula（いわゆるベビーミルク）の売り場を見ても、輸入品（ネスレやアボットなど）

にはオメガ 3 が配合してあることが高らかに謳われており、消費者のオメガ 3 認知がかなり進んでいることが伺え

ます。（余談ですが、海外ではベビーミルクは高級品として扱われており、盗難防止用のタグがつけられてガラス

ケースの中に陳列されている国もあり、驚きました。）というわけで、魚油は成長分野という調査会社の市場レポー

トをまさに肌で実感した次第です。 

  そこで気になるのが我が国の状況です。オメガ 3 市場は過去から成長が続くものの、その勢いはゆるやかで、

海外、特に米国市場の成長率には遠く及ばないところです。海外との違いについては様々な理由があるかと思い

ますが、理由の一つとして挙げられるのが機能性表示の有無です。そうした現状が変わるきっかけになりそうなの

が、例の新しい機能性表示についての議論です。現在、平成 25 年 6 月の閣議決定を受けて、新たな機能性表示

に関する制度について消費者庁を中心に議論が進められており、どのような制度になるのか大いに関心を持って

いるところです。消費者にとって分かりやすい（商品選択の判断基準となり得る）表記が認められれば、エビデンス

が豊富な DHA・EPA は、海外市場と同じように大きく飛躍することになるのではないかと期待しています。またセル

フメディケーション発展の大きな助けになるのではないかとも考えています。このように業界の将来を左右すること

になりそうな新制度ですが、5月 2日に第5回目の検討会が開催されましたので、残り 3回の検討会を経て、平成

26 年度末までに新しい制度が導入されることになります。安倍首相が高らかに宣言したように、世界に誇れる素

晴らしい制度になることを願いつつ、議論の行方を見守っていきたいと思います。 
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